
 

 

 

  

２０１３年３月期 第３四半期決算の概要 

興銀リース株式会社 

2013年２月５日 

（ 証券コード：８４２５ ） 

本資料には将来の予測数値が含まれております。こうした記述は、現時点における事業環境において入手可能な情報に

基づき作成したものであり、実際の業績は今後の様々な要因により予想値と異なる可能性がありますのでご留意下さい。 
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Ⅰ. 決算ハイライト 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【決算状況】 （単位：億円） 

 10/4-12 11/4-12 12/4-12 増減額 増減率 12/通期 通期進捗率 

  ① ② ②-① ②/① 計画 (9/12=75%) 

売 上 高 １,９２１ １,８７１ ２,６１７ +７４６ +39.8% ３,５００ 74.8% 

売上総利益 ２３６ ２２０ ２８７ +６７ +30.1% － － 

営 業 利 益 １３２ １１７ １１３ ▲４ ▲3.5% １５０ 75.1% 

経 常 利 益 １３７ １２３ １１８ ▲５ ▲4.2% １５５ 76.1% 

(信用ｺ ｽ ﾄ ) (９) (３) (３３) (+３０) (－%) － － 

純 利 益 ７８ ７３ ６９ ▲４ ▲6.3% ９０ 76.3% 

        償却前差引益 ２７９ ２５５ ３３６ +８１ +31.6% － － 

-〃-営業益 １４１ １１９ １４７ +２８ +22.7% － － 

-〃-経常益 １４６ １２６ １５１ +２５ +20.1% － － 

        契約実行高 ２,５７３ ２,４６２ ５,８５２ +３,３９０ +137.6% － － 
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【２０１２年１２月期 決算概要】 

○１Q発生の大口信用コスト負担が響いて営業利益以下、各段階利益は前年同期比、

微減となるも、買収 2 社（注）の安定的な収益貢献も加わり、基礎収益力は着実に向上 

― 営業益：１１３億円（▲3.5%）、経常益：１１８億円（▲4.2%）、純利益：６９億円（▲6.3%） 

― 償却前営業益：１４７億円（＋22.7%）、償却前経常益：１５１億円（＋20.1%） 
（注） ＩＢＪＬ東芝リース㈱、東芝医用ファイナンス㈱ 

【２０１２年度計画進捗状況】 

○営業利益以下の各段階利益は通期計画比７５％強の進捗 

－ 基礎収益力の向上により収益構造は着実に改善 － 
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Ⅱ．損益状況 

 

  

しｈ紀伊駅 

 
 

 

（単位：億円） 

  10/4-12 11/4-12 12/4-12 増減額 増減率 

   ① ② ②-① ②/① 

 経常収入 （a） ２８７ ２６４ ３４５ +８１ +30.3% 

 償却前差引利益 ２７９ ２５５ ３３６ +８１ +31.6% 

 受取利息・配当 ２ ２ ２ +０ －% 

 持分法投資利益 ５ １ ２ +１ －% 

 経常費用 （b） １５１ １４１ ２２７ +８６ +60.4% 

 資金原価 ４３ ３５ ４９ +１４ +41.1% 

 支払利息 ３ ２ ３ +１ －% 

 一般経費 ９５ １０１ １４０ +３９ +38.8% 

 信用コスト ９ ３ ３３ +３０ －% 

 経常利益 (a-b） １３７ １２３ １１８ ▲５ ▲4.2% 

 （償却前経常利益） (１４６) (１２６) (１５１) (+２５) (+20.1%) 

 四半期純利益 ７８ ７３ ６９ ▲４ ▲6.3% 
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【売上総利益率】 

低金利が継続する中、買収効果と収益性重視の対応等により同利益率は微減に留まる 

【第３四半期累計決算状況】 

○ ：トップラインは買収効果も加わり前年同期比＋32%増の３３６億円 

○総資金コスト：買収により絶対額は増えるも調達レートは引き続き低水準で推移 

〇一 般 経 費：増加分（＋39 億円）の大宗は買収 2社の一般経費加算分 

○信 用 コスト：１Ｑ水準（35 億円）から期中戻入もあり３Ｑ累計では３３億円と若干減少 

→償却前経常利益＋20%増益の１５１億円。(償却後)経常利益では 4%減益の１１８億円 
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Ⅲ．財政状態 
 

 

 

 

 

（単位：億円） 

  2011/3 末 2012/3 末 2012/12 末 増減額 増減率 

   ① ② ②－① ②/① 

 物融資産 ６,４０７ ８,６７４ ８,９６１ +２８７ +3.3% 

 （リース） (５,４６２) (７,５５１) (７,８３５) (+２８４) (+3.7%) 

 （割 賦） (９４５) (１,１２２) (１,１２７) (+５) (+0.4%) 

 金融資産 ２,８７９ ３,４３９ ３,７１８ +２７９ +8.1% 

 （貸 付） (２,４１９) (２,９５０) (３,２７８) (+３２８) (+11.1%) 

 （営業投資有価証券） (４６０) (４８９) (４４０) (▲４９) (▲9.9%) 

 営業資産 ９,２８６ １２,１１３ １２,６７９ +５６６ +4.7% 

 総資産 １０,２８０ １３,３３０ １３,６９２ +３６２ +2.7% 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：億円） 

  2011/3 末 2012/3 末 2012/12 末 増減額 増減率 

   ① ② ②－① ②/① 

 長短借入金 ５,１７３ ７,２１６ ７,０１９ ▲１９７ ▲2.7% 

 市場調達 ３,６０３ ４,１１９ ４,７１６ +５９７ +14.5% 

 （うちＣＰ） (３,２７３) (３,７３１) (４,２０３) (+４７２) (+12.7%) 

 （うち社債） （－） （－） (１００) (+１００) (－%) 

 有利子負債 ８,７７６ １１,３３５ １１,７３５ +４００ +3.5% 

 純資産 ６９４ ７４７ ８０９ +６２ +8.2% 

 (うち株主資本) (６８７) (７１２) (７６４) (+５２) (+7.2%) 

 自己資本比率 ６．７% ５．３% ５．６% +０．３% － 

 

【資産サイド】 

○営業資産は前期末比＋566 億円増加（＋4.7%）の１兆２，６７９億円 

― 物融資産：８，９６１億円（＋287 億円）、金融資産：３，７１８億円（＋279 億円） 

【負債･資本サイド】 

○有利子負債全体は前期末比＋400 億円増加（＋3.5%）の１兆１，７３５億円 

― 引き続き低金利メリットを享受すべくグループ会社においてもＣＰ活用を積極化 

― 更に調達手段の多様化を図るべく今期より社債発行（3 年債：100 億円、ｸｰﾎﾟﾝ：0.34%） 

○純資産は純利益の積み上がり等により前期末比＋62 億円の８０９億円 

― 自己資本比率は前期末比＋0.3%アップの５．６％ 
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Ⅳ．営業状況  
 
 
 
 
 
 

 

（単位：億円） 

 10/4-12 11/4-12 12/4-12 増減額 増減率 

  ① ② ②－① ②/① 

 物融分野 １,６０８ １,５５２ ２,８３８ +１,２８６ +82.8% 

 リース １,３５９ １,２８５ ２,３７９ +１,０９４ +85.1% 

 割 賦 ２４９ ２６７ ４５８ +１９１ +71.8% 

 金融分野 ９６５ ９１０ ３,０１４ +２,１０４ +231.0% 

 貸 付 ９００ ７４４ ２,９０９ +２,１６５ +291.3% 

 営業投資有価証券 ６５ １６７ １０４ ▲６３ ▲37.5% 

 合 計 ２,５７３ ２,４６２ ５,８５２ +３,３９０ +137.6% 

 （大企業向け） (１,３３１) (１,２３０) (３,７７７) (+２,５４７) (+207.2%) 

（参考）リース取扱高（2012 年 4-12 月）：前年同期比７．６％増（リース事業協会発表） 

 

 

 

 

 

 

 

＜物融分野の機種別契約実行高＞ （単位：億円） 

 10/4-12 11/4-12 12/4-12 増減額 増減率 

  ① ② ②－① ②/① 

産業･工作機械 ４３４ ２５３ ９１８ +６６５ +263.6% 

輸送用機器 ２０４ ２３４ ３１９ +８５ +36.5% 

土木建設機械 ２０８ ２６４ ２９５ +３１ +11.7% 

情報通信機器 ３０４ ３６５ ５８５ +２２０ +60.2% 

商業･ｻｰﾋﾞｽ業用機器 １９１ １７１ １９１ +２０ +12.0% 

医療機器 ７５ ８５ ２０４ +１１９ +139.7% 

その他の機種 １９３ １８０ ３２５ +１４５ +80.3% 

合 計 １,６０８ １,５５２ ２,８３８ +１,２８６ +82.8% 

【物融分野の状況】 

○物融分野の契約実行高は各機種何れも増加し前年同期比＋83%増の２，８３８億円 

・ ：電機・自動車関連での設備投資を着実に捕捉 

・輸送用機器：復興関連に加え「エコカー補助金」効果による需要を取込み 

・ ：建機ﾚﾝﾀﾙ向けを中心とした国内復興需要の取込で中国での減少分をｶﾊﾞｰ 

・ ：IBJL 東芝リースによる底上げに加え大企業の大口更新需要を捕捉 

・医 療 機 器：シーメンスとの営業連携に加え東芝医用ファイナンスが通期寄与 

【契約実行高】 

○物融・金融分野共に大幅に増加し契約実行高全体では５，８５２億円（+3,390 億円） 

― うち、大企業向け契約実行高は＋2,547 億円増加の３，７７７億円 

― 大企業向け契約実行高も 21％増の 2,355 億円 
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【通期業績および配当予想】 （単位：億円） 

 2011 年度 2012 年度   増減額 増減率 

 通期実績① 通期予想②  4-12 実績 ②－①  (進捗率) 

売 上 高 ２,７０１ ３,５００ （74.8%） ２,６１７ +７９９ +29.6% 

営 業 利 益 １０７ １５０ （75.1%） １１３ +４３ +40.3% 

経 常 利 益 １１１ １５５ （76.1%） １１８ +４４ +39.3% 

純 利 益 ４３ ９０ （76.3%） ６９ +４７ +109.4% 

 
      

1 株当たり配当金 ４８円 ５０円 (中間配当：実施済み) ２４円 +２円  

【１株当たり配当予想】 

 2008 年度 2009 年度 2010 年度 2011 年度 2012 年度 増減額 

    ① ② ②－① 

 中間配当 ２０円 ２０円 ２２円 ２４円 ２４円 ― 

 期末配当 ２０円 （4）２４円 ２４円 ２４円 ２６円 +２円 

年間配当 ４０円 （4）４４円 ４６円 ４８円 ５０円 +２円 
（注）カッコは、内数で創立 40 周年記念配当 

以 上  

【環境認識】 

○米国「財政の崖」の一時的回避、円高・株安の修正、更なる金融緩和等、景気回復へ

の期待感は高まるものの、先行き不透明感は引き続き根強い、との認識 

【営業方針】 

○「法人向けの総合金融サービスグループ」として持続的成長を図る 

・顧客基盤と提案力を活かした事業展開を推進 

・物融、金融に係わる顧客ニーズを幅広く捉えた優良資産の積上げ 

・医療分野に加え、環境・エネルギー等、成長分野への取り組み推進 

・中国、タイ、インドネシア等、アジア営業の一層の積極化 

【通期業績予想】 

○２０１２年度計画に対する第３四半期各段階利益の進捗状況からみて、通期業績予想

は変更せず据え置き 

【配当予想】 

○中間配当（決議）：１株当たり＠24 円 （前中間比：同額） 

○期末配当（予想）：１株当たり＠26 円 （前期末比：+2 円増配予定） 

○年間配当（予想）：１株当たり＠50 円 （前期比：+2 円増配予定）→11 期連続増配予定 

Ⅴ．通期業績予想 
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（参考）四半期別損益の推移  

（単位：億円） 

 FY09 FY10 FY11 FY12 

 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 

償却前差引益 95 92 95 86 97 92 90 87 87 87 81 110 120 116 100 

資 金 原 価 22 18 17 15 15 14 13 12 12 11 11 18 17 16 16 

売 上 総 利 益 73 74 78 71 81 78 77 75 75 76 70 93 102 100 85 

営 業 利 益 28 29 34 22 42 41 45 23 41 45 30 ▲10 18 57 38 

経 常 利 益 28 35 35 24 42 44 47 22 42 50 31 ▲12 20 59 38 

（実質信用ｺｽﾄ） (13) (14) (14) (16) (7) (5) (▲4) (13) (▲3) (▲2) (7) (57) (35) (▲2) (0) 

四半期純利益 16 22 18 14 22 26 30 12 25 28 20 ▲30 9 34 26 
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(*) 2012年2月1日付でIBJL東芝リース㈱、東芝医用ファイナンス㈱を連結グループ化


